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平成２３年２月１７日制定  

平成２９年４月１日改正 

平成３１年４月１日改正（人間科学部制定） 

 

田 園 調 布 学 園 大 学 

 

１）卒業認定・学位授与の方針［ディプロマ・ポリシー］ 

２）教育課程編成・実施の方針［カリキュラム・ポリシー］ 

３）入学者受入れの方針［アドミッション・ポリシー］ 

 

人間福祉学部 

１）卒業認定・学位授与の方針［ディプロマ・ポリシー］ 

社会福祉学科 

人間福祉学部社会福祉学科では、建学の精神に基づき、人間理解を基礎として、共感性をもっ

たコミュニケーションを通じて支援対象の課題を把握し、その課題解決に向け計画的に他者と連

携・協働しながら課題解決を行い、誰もが安心して暮らせる社会の幸福を追求する高い専門性と

福祉マインドを身につけた専門職の養成を目的としている。 

そのため、以下、専攻ごとに掲げる課程修了時の資質・能力を身につけ、要件単位を修得した

者について卒業を認定し、学位（学士「社会福祉学」）を授与する。 

社会福祉学科 社会福祉専攻 

１．人間理解を基礎として、必要な知識について主体的に学ぶ姿勢が身についている。 

 ２．汎用的な知識を用いて、学びの対象について思考することができる。 

 ３．共感性をもったコミュニケーションができる。 

 ４．課題解決に際して他者と連携・協働することができる。 

 ５．支援対象の課題を発見し、アセスメントをすることができる。 

 ６．個人の尊厳を重視し、倫理観をもって支援することができる。 

 ７．課題解決に向けた支援計画を作成し、実践および評価することができる。 

 ８．地域社会に働きかけつつ総合的な相談支援を行うことができる。 

社会福祉学科 介護福祉専攻 

１．人間理解を基礎として、必要な知識について主体的に学ぶ姿勢が身についている。 

 ２．汎用的な知識を用いて、学びの対象について思考することができる。 

 ３．共感性をもったコミュニケーションができる。 

 ４．課題解決に際して他者と連携・協働することができる。 

 ５．支援対象の課題を発見し、アセスメントをすることができる。 

 ６．個人の尊厳を重視し、倫理観をもって支援することができる。 

 ７．介護福祉の知識と技術を統合し、実践に結びつけることができる。 

 ８．介護を必要とする人の状況を的確に把握し、根拠に基づいた計画・支援を実践することが

できる。 
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心理福祉学科 

人間福祉学部心理福祉学科では、建学の精神に基づき、人の一生を通した多様な福祉ニーズに

対応するために、心理と福祉の専門的知識を活用して、福祉現場や教育現場において貢献できる

人材を養成することを目的とする。 

 そのため、以下に掲げる課程修了時の資質・能力を獲得し、要件単位を修得した者について卒

業を認定し、学位（学士「社会福祉学」）を授与する。 

【課程修了時の資質・能力】 

１．人間理解を基礎として、必要な知識について主体的に学ぶ姿勢が身についている。 

 ２．汎用的な知識を用いて、学びの対象について思考することができる。 

 ３．共感性をもったコミュニケーションができる。 

 ４．課題解決に際して他者と連携・協働することができる。 

 ５．心理学や社会福祉学の知識に基づき、状況に応じたアセスメントをすることができる。 

 ６．個別のニーズに応じた支援計画・指導計画を作成することができる。 

 ７．生活上の諸問題の解決に向けた相談援助を実践することができる。 

 ８．特別支援教育や心理的・福祉的支援の諸問題に関係諸機関と連携して取り組むことができ

る。 

 

２）教育課程編成・実施の方針［カリキュラム・ポリシー］ 

社会福祉学科 社会福祉専攻 

人間福祉学部社会福祉学科社会福祉専攻における教育課程は、大きく総合教育科目と専門科目

に区分し、それぞれを構成する授業科目は、学位授与の方針に基づく課程修了時の資質・能力の

獲得を担保するため、学修領域ごとに系統性をもって過不足なく配置する。また、相互に有機的

な関連性、履修の順序性をもたせることで、教育課程全体として体系的な編成を確保し、以下に

示す学修内容、学修方法、学修過程及び学修評価の方法により実施する。 

【学修内容】 

総合教育科目と専門科目は相互に関連し、両者を段階的に学んでいくことにより、福祉マイン

ドの醸成と専門的な知識・技能を備えた専門職としての資質・能力を身につけることになる。そ

れぞれの学修内容は次のとおりとする。 

〈総合教育科目〉 

総合教育科目では、「人間」、「社会」、「自然」、「言語」、「スポーツ」、「学びの基礎」という区分

を通して社会の一員として必要とされる学ぶ姿勢や方法を習得するとともに、専門教育へつなが

る深い人間理解のための総合的・多角的視野を身につける。 

〈専門基礎科目〉 

 専門基礎科目では、専門性の高い科目を学ぶために必要となる汎用的な知識を用いて思考する

基礎的能力を身につける。 

〈専門基幹科目〉 

 専門基幹科目では、専門職になるための明確な課題意識と具体的な目標を持ち、それを実現す
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るための資格取得に係る科目を履修し、専門的な実践能力を身につける。 

〈専門発展科目〉 

 専門発展科目では、卒業後の具体的な進路を意識し、職業を通じて地域社会に働きかけるため

の実践的な専門知識と専門技術を習得する。 

【学修方法】 

 総合教育科目及び専門科目を構成する各科目の授業形態は、授業の到達目標や教育方法、クラ

スサイズにより、講義、演習、実習・実技及び卒業研究に区分する。また、学生の能動的な学修

を促し教育効果を高めるため、演習科目を中心にグループワーク、フィールドワーク、プレゼン

テーション、課題発見・解決型学習及びディスカッション等を取り入れた授業を実施し、実践を

通じて知識や技能の活用を図るとともに、主体性、協働する姿勢、表現力を身につける。 

 特に、実践的な演習授業、学外研修、学外実習、地域連携による協働プログラムへの参加等、

体験を通じた学びとその振り返りを重視する。 

【学修過程】 

〈１～２年次〉 

 総合教育科目及び専門基礎科目を中心に履修し、特に総合教育科目においては、初年次教育と

して配置する授業科目を履修し、高等学校から大学への円滑な移行を図り、人間理解を基礎とし

て主体的に学ぶ姿勢と在学中の学習効果を高めるためのスキルを習得する。また、地域貢献活動

等を取り入れた授業科目では、実践学修を通じて福祉マインドを身につける。 

〈２～３年次〉 

 社会福祉士をはじめ各種資格取得に必要な授業科目を中心に履修し、様々な福祉の専門領域の

知識を蓄え、演習や実習を通じて倫理観と共感性を持ったコミュニケーション能力を育む。そし

て、他者と連携して課題発見から課題解決まで行う専門的な相談技術を習得する。また、学科専

攻ごとの専門分野の授業科目、実習科目を履修することにより知識と技術の融合を図り、課題発

見・解決能力を身につける。 

〈３～４年次〉 

 専門発展科目やキャリア関連科目を履修し、卒業後の進路を意識した専門性を高めるとともに、

職業を通じて地域社会とどのようにかかわっていくのか、明確な課題意識と具体的な目標をもち、

それを実現するための総合的な能力（実践力）を習得する。 

【学修評価の方法】 

○総合教育科目及び専門科目を構成する各授業科目の学修評価は、当該授業科目のねらい、到達

目標に対し、各科目の評価方法、評価基準に照らして学生個々の達成度を測って行う。 

○各学年における学修成果の評価は、当該年度の履修科目における GPA に集約し、アドバイザー

が修得単位数とともに学修状況評価に応じた指導、助言を行う。 

○自己評価ツールの導入により、学生が自ら目標を設定し計画を立てて学び、学修の達成度を確 

認し評価することにより、不断の振り返りと課題への取組を行う。 

社会福祉学科 介護福祉専攻 

人間福祉学部社会福祉学科介護福祉専攻における教育課程は、大きく総合教育科目と専門科目

に区分し、それぞれを構成する授業科目は、学位授与の方針に基づく課程修了時の資質・能力の
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獲得を担保するため、学修領域ごとに系統性をもって過不足なく配置する。また、相互に有機的

な関連性、履修の順序性をもたせることで、教育課程全体として体系的な編成を確保し、以下に

示す学修内容、学修方法、学修過程及び学修評価の方法により実施する。 

【学修内容】 

 総合教育科目と専門科目は相互に関連し、両者を段階的に学んでいくことにより、福祉マイン

ドの醸成と専門的な知識・技能を備えた専門職としての資質・能力を身につけることになる。そ

れぞれの学修内容は次のとおりとする。 

〈総合教育科目〉 

 総合教育科目では、「人間」、「社会」、「自然」、「言語」、「スポーツ」、「学びの基礎」という区分

を通して社会の一員として必要とされる学ぶ姿勢や方法を習得するとともに、専門教育へつなが

る深い人間理解のための総合的・多角的視野を身につける。 

〈専門基礎科目〉 

 専門基礎科目では、専門性の高い科目を学ぶために必要となる汎用的な知識を用いて思考する

基礎的能力を身につける。 

〈専門基幹科目〉 

 専門基幹科目では、社会福祉領域を中心とする専門的な科目を履修し、具体的な課題解決のた

めの能力を身につける。 

〈専門発展科目〉 

 専門発展科目では、介護福祉の領域に関連する高度な専門知識ならびに実践的な技能等を習得

する。 

【学修方法】 

 総合教育科目及び専門科目を構成する各科目の授業形態は、授業の到達目標や教育方法、クラ

スサイズにより、講義、演習、実習・実技及び卒業研究に区分する。また、学生の能動的な学修

を促し教育効果を高めるため、演習科目を中心にグループワーク、フィールドワーク、プレゼン

テーション、課題発見・解決型学習及びディスカッション等を取り入れた授業を実施し、実践を

通じて知識や技能の活用を図るとともに、主体性、協働する姿勢、表現力を身につける。 

 特に、実践的な演習授業、学外研修、学外実習、地域連携による協働プログラムへの参加等、

体験を通じた学びとその振り返りを重視する。 

【学修過程】 

〈１～２年次〉 

 人間理解を基礎として必要な知識を主体的に学ぶ総合教育科目・専門基礎科目を履修すること

により、幅広い教養を身につける。特に初年次教育である「基礎演習」を通して、大学での学習

効果を高めるためのスキルを学び、汎用的な知識を用いて思考する能力を身につける。 

 また、これらと並行して、介護福祉士資格取得に必要な指定科目を履修することにより、介護

を思考する能力を養い、介護を必要とする人の尊厳を保ち、生活を総合的に支援するための知識

と技術を習得し、倫理観やコミュニケーション能力を身につける。 

〈２～３年次〉 

 社会福祉士資格取得に必要な専門基礎科目、専門基幹科目を中心に履修し、多様な福祉ニーズ
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に対応するための専門領域の知識を蓄え、相談援助を行う技術を習得する。 

〈４年次〉 

 専門分野のキャリア関連科目を履修し、卒業後の具体的な進路を意識し、職業を通じて地域社

会とどのようにかかわっていくのか、明確な課題意識と具体的な目標を持ちそれを実現するため

の実践力を身につける。 

【学修評価の方法】 

○総合教育科目及び専門科目を構成する各授業科目の学修評価は、当該授業科目のねらい、到達

目標に対し、各科目の評価方法、評価基準に照らして学生個々の達成度を測って行う。 

○各学年における学修評価は、当該年度の履修科目における GPA に集約し、アドバイザーが修得

単位数とともに学修状況評価に応じた指導、助言を行う。 

○自己評価ツールの導入により、学生が自ら目標を設定し計画を立てて学び、学修の達成度を確

認し評価することにより、不断の振り返りと課題への取組を行う。 

心理福祉学科 

人間福祉学部心理福祉学科における教育課程は、大きく総合教育科目と専門科目に区分し、そ

れぞれを構成する授業科目は、学位授与の方針に基づく課程修了時の資質・能力の獲得を担保す

るため、学修領域ごとに系統性をもって過不足なく配置する。また、相互に有機的な関連性、履

修の順序性をもたせることで、教育課程全体として体系的な編成を確保し、以下に示す学修内容、

学修方法、学修過程及び学修評価の方法により実施する。 

【学修内容】 

 総合教育科目と専門科目は相互に関連し、両者を段階的に学んでいくことにより、福祉マイン

ドの醸成と専門的な知識・技能を備えた専門職としての資質・能力を身につけることになる。そ

れぞれの学修内容は次のとおりとする。 

〈総合教育科目〉  

 総合教育科目では、「人間」、「社会」、「自然」、「言語」、「スポーツ」、「学びの基礎」という区分

を通して社会の一員として必要とされる学ぶ姿勢や方法を習得するとともに、専門教育へつなが

る深い人間理解のための総合的・多角的視野を身につける。 

〈専門基礎科目〉 

 専門基礎科目は、専門性の高い科目を学ぶために必要となる知識を用いて思考する基礎的能力

を身につける。 

〈専門基幹科目〉 

 専門基幹科目は、社会福祉領域を中心とする具体的な課題解決のための能力の習得を目指した

専門性を身につける。 

〈専門発展科目〉 

 専門発展科目は、社会福祉、心理、教育の領域に関連するより高度な専門知識ならびに実践的

な技能等を習得する。 

【学修方法】 

 総合教育科目及び専門科目を構成する各科目の授業形態は、授業の到達目標や教育方法、クラ

スサイズにより、講義、演習、実習・実技及び卒業研究に区分する。また、学生の能動的な学修
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を促し教育効果を高めるため、演習科目を中心にグループワーク、フィールドワーク、プレゼン

テーション、課題発見・解決型学習およびディスカッション等を取り入れた授業を実施し、実践

を通じて知識や技能の活用を図るとともに、主体性、協働する姿勢、表現力を身につける。 

特に、実践的な演習授業、学外研修、学外実習、地域連携による協働プログラムへの参加等、

体験を通じた学びとその振り返りを重視する。 

【学修過程】 

〈１～２年次〉 

 総合教育科目及び専門基礎科目を中心に履修し、特に総合教育科目においては、初年次教育と

して配置する授業科目を履修し、高等学校から大学への円滑な移行を図り、人間理解を基礎とし

て主体的に学ぶ姿勢と在学中の学習効果を高めるためのスキルを習得する。また、地域貢献活動

等を取り入れた授業科目により、実践学修を通じて福祉マインドを身につける。 

〈２～３年次〉 

 主に社会福祉、心理、教育の領域に関連する様々な分野の知識を蓄え、実践的な課題発見・課

題解決能力の習得を目指す。また、演習や実習を通じて共感性をもったコミュニケーション能力

を育み、課題解決に際して他者と連携・協働する能力を身につける。  

〈３～４年次〉 

 専門発展科目を中心に履修し、卒業後の進路を意識し、明確な目標をもって各自の専門性を高

めるとともに、状況に応じたアセスメント能力、個別のニーズに応じた支援計画もしくは指導計

画を作成する能力を含む、相談援助もしくは特別支援教育の実践のための総合的な能力の習得を

目指す。 

【学修評価の方法】 

○総合教育科目及び専門科目を構成する各授業科目の学修評価は、当該授業科目のねらい、到達

目標に対し、各科目の評価方法、評価基準に照らして学生個々の達成度を測って行う。 

○各学年における学修成果の評価は、当該年度の履修科目における GPA に集約し、アドバイザー

が修得単位数とともに学修状況評価に応じた指導、助言を行う。 

○自己評価ツールの導入により、学生が自ら目標を設定し計画を立てて学び、学修の達成度を確

認し評価することにより、不断の振り返りと課題への取組を行う。             

 

３）入学者受入れの方針［アドミッション・ポリシー］（人間福祉学部共通） 

人間福祉学部では、建学の精神「捨我精進」に沿って、地域社会に貢献する援助者・教育者と

して活躍できる人材の育成を目標としている。したがって、さまざまな生きづらさ、生活上の課

題を抱える人たちの支援について考え、共生社会の実現に向けて行動することができる学生を求

めている。 

 そのため入学者選抜では、本学部の学生として必要な資質、能力、学力及び学修姿勢を入学前

に身につけているか、そして入学後には、さらなる成長が期待できるかという観点により選考を

実施する。 

【入学前に求める基本的な資質・能力】 

 人間福祉学部では、福祉や教育に対する興味関心・問題意識をもち、福祉や教育の分野に将来
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貢献したいという思いをもつ次のような学生を求める。 

① 他者の気持ちや状況を考え、人と積極的に関わることができる。 

② 社会的な問題に関心をもち、その背景や要因について考えることができる。 

③ 自ら主体的に学ぶことができる。 

④ さまざまな価値観をもつ人々が共生していることを理解し、多面的な思考ができる。 

⑤ 自分の考えをもちながら、他者とコミュニケーションを図ることができる。 

【入学前に求める基礎的な学力及び経験】 

① 各教科における基礎的な知識や技能が身についている。 

② 福祉や教育に関する社会の仕組みや制度について基礎的な知識がある。 

③ 基本的な国語力があり、経験したことや考えたことをわかりやすく書くことができる。 

④ 福祉現場への参加体験があることが望ましい。 

【入学後に求める学修姿勢・能力】 

① 福祉の専門職としての知識、技能を身につけ、社会福祉士、介護福祉士、精神保健福祉士等の

国家資格または教員免許の取得をめざす意思。 

② 学びの成果を生かして社会に貢献しようとする意欲。 

③ 目標をもち計画的に学業に取り組み、必要な知識、思考力、判断力、表現力、課題発見力及び

課題解決力などを身につけようとする姿勢。 

④ 福祉や教育に関係する社会的活動に積極的に参加し、多様な人々と協働する能力。 

【入学者選抜及び評価の方法】 

 入学者選抜及び評価の方法は入試区分ごとに次のように実施し、志願者の入学目的と人間福祉

学部における学位授与の方針との整合性、本学部の学生としての適格性について総合的に評価し

て合否を決定する。 

① 推薦入試 

〈選考方法〉 

 面接、書類選考 

〈評価の視点〉 

 面接では、入学前に求める基本的な資質・能力について審査し、入学後に求める学修姿勢・能

力の可能性を確認する。 

 書類選考では、高等学校の調査書による評定平均値を点数化し、入学前に求める基礎的な学力

について審査する。      

〈評価方法及び評価の比重〉 

 面接と書類選考による結果を総合して評価する。評価の配点は、面接 100 点、書類選考 50 点

とする。 

② 一般入試 

〈選考方法〉 

 筆記試験（国語総合(古文・漢文を除く)、英語Ⅰ・Ⅱ） 

〈評価の視点〉 

 入学前に求める基礎的な学力について審査する。      
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〈評価方法及び評価の比重〉 

 各試験教科の点数を合計し、学力水準の達成度合を評価する。評価の配点は、国語総合 100 点、

英語Ⅰ・Ⅱ100 点とする。なお、高等学校の調査書により入学前の修学状況について確認するが

合否判定には利用しない。  

③ AO 入学制度 

〈選考方法〉 

 入学希望理由書及び課題（ともに事前提出）、面接、書類審査 

〈評価の視点〉 

 面接は入学希望理由書及び課題に基づいて実施し、入学前に求める基本的な資質・能力につい

て審査し、入学後に求める学修姿勢・能力の可能性を確認する。 

 課題では、入学前に求める基本的な資質・能力に加え、理解力、着想力、思考力及び語彙力等、

文章表現上の諸能力について審査する。 

〈評価方法及び評価の比重〉 

 課題と面接による結果を総合して評価する。審査に当たっては、入学希望理由書及び課題の記

載内容及びそれに基づく面接を重視し、評価の配点は、課題 80 点、面接 100 

点とする。なお、高等学校の調査書により入学前の修学状況について確認する。  

④ 大学入試センター試験利用入試 

〈選考方法〉 

 大学入試センター試験の受験科目のうち２科目を利用する。 

 「国語」は現代文のみ、英語はリスニングを含まず 100 点に換算する。「公民」と「地理・歴史」

は１教科として扱う。「理科」①グループを選択した場合は、選択解答した２科目を１科目として

扱う。 

〈評価の視点〉 

 入学前に求める基礎的な学力について審査する。      

〈評価方法及び評価の比重〉 

 受験科目のうち高得点科目の教科２科目の合計点により、学力水準の達成度合を評価する。 

⑤ 活動報告入試 

〈選考方法〉 

 福祉実践経験・ボランティア活動・課外活動、総合的な学習の時間における学修成果等に関す

る活動報告書及び活動証明書、面接 

〈評価の視点〉 

 面接は、活動報告書及び活動証明書に基づいて実施し、入学前に求める基本的な資質・能力に

ついて審査し、入学後に求める学修姿勢・能力の可能性を確認する。 

 活動報告書では、入学前に求める基本的な資質・能力に加え、入学後に求める学修姿勢・能力

の可能性並びに理解力、着想力、思考力及び語彙力等、文章表現上の諸能力について審査する。 

〈評価方法及び評価の比重〉 

 活動報告書及び活動証明書と面接による結果を総合して評価する。審査に当たっては、活動報

告書及び活動証明書の記載内容及びそれに基づく面接を重視し、評価の配点は、面接 80 点、活動
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報告書 70 点とする。なお、高等学校の調査書により入学前の修学状況について確認する。 

⑥ 社会人入試 

〈選考方法〉 

 面接、小論文（60 分 800 字以内）、書類審査 

〈評価の視点〉 

 面接では、入学前に求める基本的な資質・能力について審査し、入学後に求める学修姿勢・能

力の可能性を確認する。 

 小論文では、入学前に求める基本的な資質・能力に加え、理解力、着想力、思考力及び語彙力

等、文章表現上の諸能力について審査する。 

〈評価方法及び評価の比重〉 

 面接、小論文及び書類審査による結果を総合して評価する。評価の配点は、面接 100 点、小論

文 100 点とする。なお、最終卒業学校の調査書や成績証明書等により、入学前に求める基礎的な

学力について確認する。 
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子ども未来学部 

１）卒業認定・学位授与の方針［ディプロマ・ポリシー］ 

子ども未来学部子ども未来学科では、建学の精神に基づき、社会の未来としてかけがえのない

子どもたちが、現在をよりよく生き、未来を幸せに生きていく力を育むために、家庭や地域社会、

他領域の専門家、行政と連携、協力して「子どもの最善の利益」を守り、子どもと社会の未来に

ついて深く思考しながら行動できる専門性の高い保育者の養成を目的としている。 

そのため、以下に掲げる課程修了時の資質・能力を獲得し、要件単位を修得したものについて

卒業を認定し、学位（学士「保育学」）を授与する。 

【課程修了時の資質・能力】 

１．人間理解を基礎として、社会との関わりについて主体的に学ぶ姿勢が身についている。 

 ２．汎用的な知識を用いて、学びの対象について思考することができる。 

 ３．多様な他者と連携・協働することができる。 

 ４．社会の動向を捉えながら、課題に対応するための方法を構想することができる。 

 ５．さまざまな社会資源との連携や協力のあり方を構築することができる。 

 ６．対象への共感的理解を基に適切な援助のあり方を探求することができる。 

 ７．具体的な援助や支援の内容を計画し、実践することができる。 

８．経験や実践を反省的に振り返り課題を発見し、対応することができる。 

 

２）教育課程編成・実施の方針［カリキュラム・ポリシー］ 

子ども未来学部子ども未来学科における教育課程は、大きく総合教育科目と専門科目に区分し、

それぞれを構成する授業科目は、学位授与方針に基づく課程修了時の資質・能力の獲得を担保す

るため、学修領域ごとに系統性をもって過不足なく配置する。３年次には保育者としての専門性

を多様な切り口から追究するため、子ども未来コース、子どもアート表現コース、子どもスポー

ツ健康コースの三つのコースを設置し、専門科目内にコース選択科目を配置する。授業科目に関

しては、相互に有機的な関連性、履修の順序性をもたせることで、教育課程全体として体系的な

編成を確保し、以下に示す学修内容、学修方法、学修過程及び学修評価の方法により実施する。 

また、以上の教育課程において、学びの主体である学生自身が、以下の三つの学びを柱として、

各科目内、あるいは科目間においてそれらの学びを相互に関連させながら、着実に自己の学びを

積み重ねていく「循環する学びのプロセス」の獲得を目指すものとする。 

・知識と教養及び人間の探求にかかわる「子どもへの学び」 

・保育者としての専門性にかかわる実践的な経験を基にした「子どもからの学び」 

・仲間とともに対話、思考し、協働する「なかまとの学び」 

【学修内容】 

 総合教育科目と専門科目は相互に連関し、両者を統合して段階的に学んでいくことにより、人

間への探求とともに専門的な知識、技能を備えた職業人としての資質、能力を身につけることに



 

11 

なる。それぞれの学修内容は次のとおりとする。 

 総合教育科目では、「人間」、「社会」、「自然」、「言語」、「スポーツ」、「学びの基礎」という区分

を通して社会の一員として必要とされる学ぶ姿勢や方法を習得するとともに、専門教育へつなが

る深い人間理解のための総合的・多角的視野を身につける。 

 専門科目では、総合教育科目を通して培われた様々な視点から物事を思考する能力を発展させ、

保育学を学ぶ者として必要とされる専門的な知識、技能並びに子どもや保育・子育てをめぐる社

会の動向に対応して、多様な背景をもつ他者と協働しつつ取り組む姿勢と行動力を身につける。

また、３年次から設置されたコースを選択し、よりその分野に特化した学びを深めることにより、

子どもと社会の未来について深く思考しながら行動できる専門職としての実践力を習得する。各

コースの学修内容は以下の通りである。 

〈子ども未来コース〉 

幅広い領域から子どもの心や身体の育ち、それを取り巻く環境について学び、多様な保育実践

に触れることで子ども理解を深めるとともに保護者や家庭への援助のあり方を考える。それらを

通して、省察的実践家として自らの保育を柔軟に創造していく力を身につける。 

〈子どもアート表現コース〉 

 子どもの表現世界を、様々な表現領域（舞踊、音楽、造形、言葉、演劇）から総合的に学ぶこ

とで、子どもの生きる営みの中に多様な形で表される表現＝アートを見出し、育み、支えるため

の知識・技能を身につける。 

〈子どもスポーツ健康コース〉 

 スポーツや自然体験、健康に関する分野を総合的に学ぶことで、子どもの身体を動かす遊びを

中心とした身体活動の意味を見出し、安全で幅広い活動を支えるための知識・技能を身につける。 

【学修方法】 

 総合教育科目及び専門科目を構成する各科目の授業形態は、授業の到達目標や教育方法、クラ

スサイズにより、講義、演習、実習・実技及び卒業研究に区分する。また、学生の能動的な学修

を促し教育効果を高めるため、演習科目を中心にグループワーク、フィールドワーク、プレゼン

テーション、課題発見・解決型学習及びディスカッション等を取り入れた授業を実施する。 

 特に、実践的な演習授業、学外研修、学外実習、地域連携による協働プログラムへの参加等、

体験を通じた学びとその振り返りを重視する。 

【学修過程】 

〈１年次〉 

 総合教育科目及び専門基礎科目を中心に履修し、現代社会や人間に関する幅広い教養と専門分

野における原理や基本的知識を身につける。また、保育実践経験等を取り入れた必修の専門基幹

科目を履修し、専門分野につながる基本的知識・技能と保育マインドを身につける。特に１年次

では少人数制の初年次教育である「基礎演習」を通して、高等教育から大学への円滑な移行を図

り、主体的に学ぶ姿勢と在学中の学習効果を高めるためのスキルとそれ以後の能動的な学修態度

の基礎を築く。 

〈２～３年次〉 

 保育士資格・幼稚園教諭一種免許状取得に必要な必修の専門基幹科目を中心として、選択の専
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門基幹科目並びに専門発展科目を履修することにより、すべての子どもや家族、それらを取り巻

く社会への理解に関する知識と、保育技術や保育を計画し、実践するための様々な専門的知識・

技能を習得する。また、実習科目を履修することにより、知識と技術の融合を図り、課題を発見

し、課題解決のための改善方策を思考する力を身につける。 

〈３～４年次〉 

 特に専門的に深めたい分野のコースを選択し、その分野に配置された専門発展科目を履修する

ことにより、保育の場で積極的に活用できる実践力や思考力を培う。加えて、３年次必修科目で

ある「キャリア講座」を履修することにより、卒業後の進路を意識する。 

〈４年次〉 

 ２年次以降の実習教育の集大成として、保育の実践と理念をつなぐ専門発展科目の必修科目で

ある「保育・教職実践演習（幼稚園）」を履修し、多様化する保育ニーズに対応できる能力やそれ

を活用するための実践力を身につける。加えて、選択科目である「卒業研究」や各コースに配置

された「保育実践研究」「表現研究」「スポーツ健康研究」を履修することにより、卒業後の進路

を意識した専門性を高める。 

【学修評価の方法】 

○総合教育科目及び専門科目群を構成する各授業科目の科目担当者による学修評価は、当該授業

科目のねらい、到達目標に対し、各科目の評価方法、評価基準に照らして学生個々の達成度を

測って行う。 

○各学年における学修評価は、当該年度の履修科目における GPA に集約し、アドバイザーが修得

単位数とともに学修状況に応じた指導、助言を行う。 

○自己評価ツールの導入により、学生が自ら目標を設定し計画を立てて学び、学修の達成度を確

認し評価することにより、不断の振り返りと課題への取り組みを行う。 

 

３）入学者受入れの方針［アドミッション・ポリシー］ 

子ども未来学部では、建学の精神「捨我精進」に沿って、地域社会・国際社会の保育者として

貢献できる人材の育成を目標としている。したがって、社会全体を見通し、その中にあって保育・

子育て支援に有用な人材として十分成長できる学生を求めている。 

 そのため、入学者選抜では、以下に示すとおり、本学部の学生として必要な資質・能力及び学

力並びに学修姿勢を入学前に身につけているか、入学後に身につけられるかという観点により、

それらの資質・能力や学力等の水準を判定するための選考を実施する。 

【入学前に求める基本的な資質・能力】 

 子ども未来学部では、子どもと保育に対する興味・関心・問題意識をもち、子どもや保育に将

来貢献したいという思いをもつ、以下のような学生を求める。 

①子どもの気持ちを受け止めながら、子どもと積極的に関わることができる。 

②子どもに関する社会の出来事や社会的問題に対して強い関心をもち、その背景や要因について

考えることができる。 

③自ら主体的に学ぶ姿勢を身につけている。 

④さまざまな価値観をもつ人々が共生していることを理解し、柔軟な思考ができる。 



 

13 

⑤人間関係において自己を十分に表現し、他者とのコミュニケーションを良好に図ることができ

る。 

【入学前に求める基礎的な学力及び経験】 

①高等学校の各教科において、学習や技能の基礎力が身についており、得意な教科があることが

望ましい。 

②基本的な文章力があり、経験したことやそこから感じたこと、考えたことをわかりやすく書く

ことができる。 

③保育現場への参加体験があることが望ましい。 

【入学後に求める学修姿勢・能力】 

① 教育課程を通じて保育の専門職として保育に関する知識や技能を身につけ、保育士資格、幼稚

園教諭一種免許状の取得をめざす意思が明確で、卒業後その専門的な知識や技能、資格・免許

を活かし、子どもと保育に関わる分野で社会に貢献しようとする意欲。 

② 実習科目やグループワーク、フィールドワーク、プレゼンテーション等、実践的な科目の履修

を通じて、学士課程として求められる思考力、知識や技能を活用した課題解決能力、判断力、

表現力を身につけ、自ら主体的に学ぶ姿勢をもって学業を継続する力。 

③ 保育ボランティア活動や地域の子育て支援実践活動等に積極的に参加し、多様な人々と協力し

て働く能力。 

【入学者選抜及び評価方法】 

 入学者選抜及び評価の方法は入試区分ごとに次のように実施し、志願者の入学目的と子ども未

来学部における学位授与の方針との整合性、本学部の学生としての適格性について総合的に評価

して合否を決定する。 

① 推薦入試 

〈選考方法〉 

 面接、書類選考 

〈評価の視点〉 

 面接では、入学前に求める基本的な資質・能力について審査し、入学後に求める学修姿勢・能

力の可能性を確認する。 

 書類選考では、高等学校の調査書による評定平均値を点数化し、入学前に求める基礎的な学力

について審査する。 

〈評価方法及び評価の比重〉 

 面接と書類選考による結果を総合して評価する。評価の配点は、面接 100 点、書類選考 50 点

とする。 

② 一般入試 

〈選考方法〉 

 筆記試験（国語総合(古文・漢文を除く)、英語Ⅰ・Ⅱ） 

〈評価の視点〉 

 入学前に求める基礎的な学力について審査する。 

〈評価方法及び評価の比重〉 
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 各試験教科の点数を合計し、学力水準の達成度合を評価する。評価の配点は、国語総合 100 点、

英語Ⅰ・Ⅱ100 点とする。なお、高等学校の調査書により入学前の修学状況について確認するが

合否判定には利用しない。 

③ AO 入学制度 

〈選考方法〉 

 入学希望理由書及び課題（ともに事前提出）、面接、書類審査 

〈評価の視点〉 

 面接は入学希望理由書及び課題に基づいて実施し、入学前に求める基本的な資質・能力につい

て審査し、入学後に求める学修姿勢・能力の可能性を確認する。 

 課題では、入学前に求める基本的な資質・能力に加え、理解力、着想力、思考力及び語彙力等、

文章表現上の諸能力について審査する。 

〈評価方法及び評価の比重〉 

 課題と面接による結果を総合して評価する。審査に当たっては、入学希望理由書及び課題の記

載内容及びそれに基づく面接を重視し、評価の配点は、面接 80 点、課題 70 点とする。なお、高

等学校の調査書により入学前の修学状況について確認する。 

④ 大学入試センター試験利用入試 

〈選考方法〉 

 大学入試センター試験の受験科目のうち 2 科目を利用する。 

 「国語」は現代文のみ、「英語」はリスニングを含まず 100 点に換算する。「公民」と「地理・

歴史」は 1 教科として扱う。「理科」①グループを選択した場合は、選択解答した 2 科目を 1 科目

として扱う。 

〈評価の視点〉 

 入学前に求める基礎的な学力について審査する。 

〈評価方法及び評価の比重〉 

 受験科目のうち高得点科目の教科２教科の合計点により、学力水準の達成度合を評価する。 

⑤ 活動報告入試 

〈選考方法〉 

  保育実践経験・ボランティア活動・課外活動、総合的な学習の時間における学修成果等に関す

る活動報告書及び活動証明書、面接 

〈評価の視点〉 

 面接は、活動報告書及び活動証明書に基づいて実施し、入学前に求める基本的な資質・能力に

ついて審査し、入学後に求める学修姿勢・能力の可能性を確認する。 

 活動報告書では、入学前に求める基本的な資質・能力に加え、入学後に求める学修姿勢・能力

の可能性並びに理解力、着想力、思考力及び語彙力等、文章表現上の諸能力について審査する。 

〈評価方法及び評価の比重〉 

 活動報告書及び活動証明書と面接による結果を総合して評価する。審査に当たっては、活動報

告書及び活動証明書の記載内容及びそれに基づく面接を重視し、評価の配点は、面接 80 点、活動

報告書 70 点とする。なお、高等学校の調査書により入学前の修学状況について確認する。 
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⑥ 社会人入試 

〈選考方法〉 

 面接、小論文（60 分 800 字以内)、書類審査 

〈評価の視点〉 

 面接では、入学前に求める基本的な資質・能力について審査し、入学後に求める学修姿勢・能

力の可能性を確認する。 

 小論文では、入学前に求める基本的な資質・能力に加え、理解力、着想力、思考力及び語彙力

等、基本的な文章表現上の諸能力について審査する。 

〈評価方法及び評価の比重〉 

 面接、小論文及び書類審査による結果を総合して評価する。評価の配点は、面接 100 点、小論

文 100 点とする。なお、最終卒業学校の調査書や成績証明書等により、入学前に求める基礎的な

学力について確認する。 
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人間科学部 

１）卒業認定・学位授与の方針［ディプロマ・ポリシー］ 

人間科学部は「共生に向けて取り組む多様、多元な個人や集団の特徴や共生実現に関わる課題、

およびその解決に関わる様々な知見や技術を、人間行動や思考、協力や協働といった広汎な観点

から人間科学的に探求」する。心理学科では「障がい者、高齢者、子どもやメンタルヘルス不調

者を中心として、多様・多元な人々が共生するうえで生じる様々な心理的困難や課題の探求、解

決および心理支援をおこない、さらに人々のメンタルヘルス維持・増進や、心理支援者である自

らの資質向上のために生涯学習を活用できる人材」養成を行う。 

そのため、以下に掲げる課程修了時の資質・能力を獲得し、要件単位を修得した者について卒

業を認定し、学位（学士「心理学」）を授与する。 

【課程修了時の資質・能力】 

１．個人や集団の多様性・多元性を理解し尊重する姿勢が身についている。 

 ２．人間の共生に関する理解を、生涯学習の枠組みを用いて深めることができる。 

３．心理支援に活用可能な心理学の総合的な知識が身についている。 

 ４．心理アセスメント、心理支援に関する基本的、全般的な知識と技法を理解し説明できる。 

 ５．現象の心理学的探求や検証に必要な知識と技法を理解し活用できる。 

 ６．専門的な心理支援に必要な基本理念と規範が身についている。 

 ７．中心的、代表的な領域での心理支援について理解し説明できる。 

 

２）教育課程編成・実施の方針［カリキュラム・ポリシー］ 

人間科学部における人間共生の理念を踏まえ、心理学科は心理支援に有益な心理学の知識と技

法を学修するとともに、心理支援者としての資質向上と、人々のメンタルヘルス維持・向上に生

涯学習を役立てる。 

 教育課程は、大きく総合教育科目と専門科目に区分し、それぞれを構成する授業科目は、学位

授与の方針に基づく課程修了時の資質・能力の獲得を担保するため、学修領域ごとに系統性をも

って過不足なく配置する。また、相互に有機的な関連性、履修の順序性をもたせることで、教育

課程全体として体系的な編成を確保し、以下に示す学修内容、学修方法、学修課程及び学修評価

の方法により実施する。 

【学修内容】 

 「総合教育科目」と「専門科目」は相互に関連し、両者を統合して段階的に学んでいくことに

より、心への探求とともに専門的な知識、技術、技能を備えた職業人としての資質、能力を身に

つけることになる。それぞれの学修内容は次のとおりとする。 

〈総合教育科目〉 

総合教育科目では、「人間」、「社会」、「自然」、「言語」、「スポーツ」、「学びの基礎」という区分

を通して社会の一員として必要とされる学ぶ姿勢や方法を習得するとともに、専門教育へつなが
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る深い人間理解のための総合的・多角的視野を身につける。これは人間の多様姓・多元性という

共生の理念とも関連する学修となる。 

〈専門基礎科目〉 

専門基礎科目では、心理学全般の基本的知識を学修すると共に人権やライフサイクルと共生社

会との関連や生涯学習の基本的考え方を概論として学び、心理学と共生、生涯学習を統合的に理

解する基盤を構成する。 

〈専門基幹科目〉 

専門基幹科目では、専門基礎科目で身につけた知識や考え方の具体的適用方法を、演習や実験、

実習も交えて学修する。 

〈専門発展科目〉 

専門発展科目では、専門基礎科目、専門基幹科目で修得した考え方を統合的に扱い、社会にお

ける具体的な事象への適用及び実践のための技能等を習得する。 

【学修方法】 

 総合教育科目および専門科目を構成する各科目の授業形態は、授業の到達目標や教育方法、ク

ラスサイズにより、講義、演習、実習、実験および卒業研究に区分される。また、学生の能動的

な学修を促し教育効果を高めるため、演習科目を中心にグループワーク、フィールドワーク、プ

レゼンテーション、課題発見・解決型学習およびグループディスカッション等を取り入れた授業

を実施する。特に実践的な演習授業、学外研修、学外実習、地域連携による協働プログラムへの

参加等、体験を通じた学びとその振り返りを重視する。 

【学修課程】 

〈１～２年次〉 

総合教育科目および専門基礎科目を中心に履修し、現代社会や人間に関する幅広い教養と専門

分野における原理や基本的知識を身につける。また心理学の主要な領域についての基本的知識を

習得していく。特に総合教育科目においては、初年次教育として配置する「基礎演習」等を通し

て、高等学校から大学への円滑な移行を図り、主体的に学ぶ姿勢と在学中の学習効果を高めると

ともに、人間共生のテーマを初歩的な心理学の知識を導入して考察することで、共生と心理学を

結びつける学修を行う。同時に「人間共生マインド実践講座」において「総合教育科目」での学

びも適用しながら文化、宗教、世代の違いや、病気・障がい等の有無が個人や集団の日常生活に

いかなる影響を及ぼすのか、多様で多元な個人や集団が安心、安全に生活できるとはどういうこ

となのか、人間共生に関する身近な課題にはどのようなものがあるのか、について理解を深め、

人間共生を志向する基本的態度を身につける。 

〈２～３年次〉 

 心理学の専門領域に関連する知識を備え演習、実験、実習等を通じて専門領域、特に心理支援

に必要な能力や技術を修得する。それらの知識・技術を基盤として、実践的な課題発見・課題解

決能力の取得を目指す。 

〈３～４年次〉 

 専門発展科目を中心に履修し、卒業後の進路を意識した目標のもとに各自の専門性を高める。

心理学や心理支援に関する多様な科目を履修すると共に、障がいや疾患、メンタルヘルス不調と



 

18 

人間共生との関わりを洞察し、生涯学習の活用も含めた心理支援のあり方、心理支援者としての

あり方を「専門演習Ⅰ」、「専門演習Ⅱ」における専門的学びや「卒業研究」への取り組みへ活か

していく。 

【学修評価の方法】 

○総合教育科目および専門科目群を構成する各授業科目の科目担当者による学修評価は、当該授

業科目のねらい、到達目標に対し、各科目の評価方法、評価基準に照らして学生個々の達成度

を測って行う。 

○各学年における学修評価は、当該年度の履修科目におけるＧＰＡに集約し、アドバイザーが修

得単位数とともに学修状況に応じた指導、助言を行う。 

○自己評価ツールの導入により、学生が自ら目標を設定し計画を立てて学び、学修の達成度を確

認し評価することにより、不断の振り返りと課題への取組みを行う。 

 

３）入学者受入れの方針［アドミッション・ポリシー］ 

人間科学部では、建学の精神「捨我精進」に沿って、人間の共生実現を積極的に志向し、その

実現過程における様々な課題に向き合い、柔軟に解決する実践力をもった人材の育成と人間共生

の実現に資する人間科学に関する知識、技法の教育研究を行うことを目的とし、加えて人間共生

の推進における生涯学習の活用を志向している。 

 そのため、入学者選抜では、本学部の学生として必要な資質・能力及び学力並びに学修姿勢を

入学前に身につけているか、入学後に身につけられるかという観点により、それらの資質・能力

や学力等の水準を判定するための選考を実施する。 

【入学前に求める基本的な資質・能力】 

人間科学部では、心理支援や生涯学習に対する興味・関心・問題意識をもち、心理支援や生涯

学習の分野で将来貢献したいという思いをもつ、以下のような学生を求める。 

①個人や集団のもつ様々な特徴や背景に関心を持ち、その違いが個人や集団の生活にどう影響を

及ぼすのかについて考えをめぐらせることができる。 

②学ぶことに興味をもち主体的な学びを行うとともに、多様な人々の学びを理解し尊重すること

ができる。 

③学業や様々な活動を振り返り、自分がこれからどうすべきか主体的に考え取り組むことができ

る。 

④他者と良好なコミュニケーションを取ることができ、関係が悪化した場合でも必要に応じてそ

の修復を図ろうとすることができる。 

⑤大学までに必要な学習や技能の基礎力が身についており、得意な科目と不得意な科目について

充分な認識があること。 

⑥基本的な文章力があり、経験したことやそこから感じたこと、考えたことをわかりやすく書く

ことができる。 

【入学前に求める基礎的な学力及び経験】 

①高等学校の各教科における基礎的な知識や技能が身についている。 

②社会の仕組みや制度について基礎的な知識がある。 
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③基礎的な国語力があり、経験したことや考えたことをわかりやすく書くことができる。 

④ボランティア等社会活動への参加体験があることが望ましい。 

【入学後に求める学修姿勢・態度】 

①心理学や生涯学習の知識・技術をもって共生社会実現に貢献しようとする意欲。 

②目標をもち計画的に学業に取り組み、必要な知識、思考力、判断力、課題発見力及び課題解決

力などを身につけようとする姿勢。 

③社会活動に積極的に参加し、多様な人々と協働する能力。 

【入学者選抜及び評価の方法】 

入学者選抜及び評価の方法は入試区分ごとに次のように実施し、志願者の入学目的と人間科学

部における学位授与の方針との整合性、本学部の学生としての適格性について総合的に評価して

合否を決定する。 

① 推薦入試 

〈選考方法〉 

面接、書類選考 

〈評価の視点〉 

面接では入学前に求める基本的な資質・能力について審査し、入学後に求める学修姿勢・能力

の可能性を確認する。 

書類選考では、高等学校の調査書による評定平均値を点数化し、入学前に求める基礎的な学力

について審査する。 

〈評価方法及び評価の比重〉 

面接と書類選考による結果を総合して評価する。評価の配点は、面接 100 点、書類選考 50 点

とする。 

② 一般入試 

〈選抜方法〉 

筆記試験（国語総合（古文・漢文を除く）、英語Ⅰ・Ⅱ） 

〈評価の視点〉 

入学前に求める基礎的な学力について審査する。 

〈評価方法及び評価の比重〉 

各試験教科の点数を合計し、学力水準の達成度合を評価する。評価の配点は、国語総合 100 点、

英語Ⅰ・Ⅱ100 点とする。なお、高等学校の調査書により入学前の修学状況について確認するが

合否判定には利用しない。 

③ AO 入学制度 

〈選考方法〉 

入学希望理由書及び課題（ともに事前提出）、面接、書類審査 

〈評価の視点〉 

面接は入学希望理由書及び課題に基づいて実施し、入学前に求める基本的な資質・能力につい

て審査し、入学後に求める学修姿勢・能力の可能性を確認する。 

課題では、入学前に求める学修姿勢・能力に加え、理解力、着想力、思考力及び語彙力等、文
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章表現上の諸能力について審査する。 

〈評価方法及び評価比重〉 

課題と面接による結果を総合して評価する。審査に当たっては、入学希望理由書及び課題の記

載内容及びそれに基づく面接を重視し、評価の配点は、課題 80 点、面接 100 点とする。なお、

高等学校の調査書により入学前の修学状況について確認する。 

④ 大学センター試験利用入試 

〈選考方法〉 

大学入試センター試験の受験科目のうち 2 科目を利用する。 

「国語」は現代文のみ、英語はリスニングを含まず 100 点に換算する。「公民」と「地理・歴史」

は 1 教科として扱う。「理科」①グループを選択した場合は、選択解答した 2 科目を 1 科目として

扱う。 

〈評価の視点〉 

入学前に求める基礎的な学力について審査する。 

〈評価方法及び評価の比重〉 

受験科目のうち高得点科目の教科 2 科目の合計点より、学力水準の達成度合を評価する。 

⑤ 活動報告入試 

〈選考方法〉 

福祉実践経験・ボランティア活動・課外活動、総合的な学習の時間における学修成果等に関す

る活動報告書及び活動証明書、面接 

〈評価の視点〉 

面接は、活動報告書及び活動証明書に基づいて実施し、入学前に求める基本的な資質・能力に

ついて審査し、入学後に求める学修姿勢・能力の可能性を確認する。 

活動報告書では、入学前に求める基本的な資質・能力に加え、入学後に求める学修姿勢・能力

の可能性並びに理解力、着想力、思考力及び語彙力等、文章表現上の諸能力について審査する。 

〈評価の方法及び評価の比重〉 

活動報告書及び活動報告証明書と面接による結果を総合して評価する。審査に当たっては、活

動報告書及び活動報告証明書の記載内容及びそれに基づく面接を重視し、評価の配点は、面接 80

点、活動報告書 70 点とする。なお、高等学校の調査書により入学前の修学状況について確認する。 

⑥ 社会人入試 

社会人入試は、出願時に 23 歳以上で保健・医療、福祉、教育領域での就労等の社会人経験を 2

年以上有する者を対象とする。 

〈選考方法〉 

面接、小論文（60 分 800 字以内）、書類審査 

〈評価の視点〉 

面接では、入学前に求める基本的な資質・能力について審査し、入学後に求める学修姿勢・能

力の可能性を確認する。 

小論文では、入学前に求める基本的な資質・能力に加え、理解力、着想力、思考力及び語彙力

等、文章表現上の諸能力について審査する。 



 

21 

〈評価方法及び評価の比重〉 

面接、小論文及び書類審査による結果を総合して評価する。評価の配点は、面接 100 点、小論

文 100 点とする。なお、最終卒業学校の調書や成績証明書等により、入学前に求める基礎的な学

力について確認する。 


